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は じ め に 

 

本市では、保健サービスと福祉サービスを連携して総合的・

一体的に推進することを目的に、「あきる野市地域保健福祉計

画」を策定し、福祉の各分野別計画の上位計画として、地域共

生社会の実現に向けて、様々な施策を実施してまいりました。

市民の皆様には、地域での様々な活動にご活躍・ご協力いただ

き、地域の力を感じております。 

 近年の少子高齢化、暮らしや価値観の多様化など社会情勢の

変化により、人のつながりの希薄化が進んでおります。その結

果、社会的孤立からひきこもりや８０５０問題、ダブルケア、ヤングケアラー、生活困窮

など、複合化・複雑化する課題を抱えるケースが増えており、世帯全体の課題と捉えて支

援することが必要となっています。 

 こういった状況を踏まえ、令和７年度から令和 11 年度までを計画期間とする新たな地域

保健福祉計画を策定いたしました。本計画では、「みんなが支え合い、育ち合うまち」を基

本理念として、年齢や性別、障害の有無等にかかわらず、住み慣れた地域で、ともに支え

合いながら、安心して暮らすことができるよう、「ゆるやかにつながるまち」「誰ひとり取

り残さないまち」を目指して、施策を展開してまいります。 

 また、地域保健福祉計画と合わせて、このたび新たに成年後見制度の利用を促進するた

めの計画と、再犯防止を推進するための計画を一体的に策定しました。 

 今後も地域の皆様や関係機関の皆様との協働により、多様な地域生活課題の解決を図り、

地域福祉の推進に努めてまいりますので、皆様方のより一層のご理解とご協力をお願い申

し上げます。 

 最後に、計画策定のための調査にご協力いただいた多くの市民の皆様と、熱心なご審議

をいただきましたあきる野市地域保健福祉計画策定・推進委員会の委員の皆様、成年後見

制度利用促進協議会の皆様、西多摩地区保護司会あきる野分区の保護司の皆様及び関係団

体の皆様に心から感謝を申し上げます。 

 

令和７年３月 

 

                                     あきる野市長   
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１ 計画策定における背景と目的 

 

あきる野市地域保健福祉計画は、本市における保健・福祉に関する施策を推進するため

の総合的な指針となるものであり、社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第 107 条に基づ

く「市町村地域福祉計画」です。 

あきる野市地域保健福祉計画は、健康の保持増進に関する保健サービスと、毎日の生活

を様々な側面から支える福祉サービスを連携して総合的・一体的に推進することを目的に

平成 12 年３月に初めて策定し、社会情勢の変化などを踏まえながら５年ごとに改定を行っ

てきました。 

介護保険制度、障がい者支援制度、子ども・子育て支援制度などの制度や分野ごとの「縦

割り」では解決が困難な課題に対応するために、令和２年３月に策定した「あきる野市地

域保健福祉計画」では、福祉分野別計画の上位計画として、それぞれの関連計画の道標と

なる横断的な構成としていました。 

近年、我が国では少子高齢化が進行するとともに、家族形態も多様化しており、地域住

民間のつながりも希薄化する傾向にあります。暮らしの中での生活課題も、高齢の親がひ

きこもりの子どもと同居している８０５０問題＊や親の介護と子どもの世話を同時に行っ

ているダブルケア＊の問題、家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認

められる子ども・若者、いわゆるヤングケアラー＊、ひきこもり、生活困窮など多岐にわた

っており、複合化・複雑化する課題を抱える個人や世帯も増加しています。 

このような状況や課題を踏まえ、これまでの枠や「支え手」「受け手」といった関係を超

え、人と人、人と社会がつながり、助け合いながら生活することができる地域を構築する、

地域共生社会の実現が求められています。 

今回の新しい「あきる野市地域保健福祉計画」では、各分野の制度では解決できない課

題を抱える制度の狭間にいる人や多様化する課題にも対応しながら、地域生活課題を解決

するため、社会福祉法の第 107 条に基づき、ゆるやかにつながる環境の構築や包括的に受

け止める体制づくりの施策を定めています。また、各分野別計画における施策を推進して

いくための理念となる計画としています。 
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地域共生社会とは 

 

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地

域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、住民

一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：厚生労働省 地域共生社会のポータルサイト 
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地域福祉計画に盛り込むべき事項 

２ 地域福祉計画に盛り込むべき事項 

 

社会福祉法の第 107 条では、市町村に、地域福祉の推進に関する事項として次の５事項

を一体的に定める計画として、地域福祉計画を策定することが求められており、これらを

盛り込むことが市町村地域福祉計画であるための条件となります。計画の策定においては、

法改正の趣旨を理解し、具体的な内容を示すとともに、その他必要な事項を加えて計画を

策定する必要があります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通

して取り組むべき事項 

（２）地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 

（３）地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項 

（４）地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 

（５）地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関する事項 
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３ 計画の位置付け 

 

あきる野市地域保健福祉計画（以下「本計画」という。）は、第２次あきる野市総合計画

を上位計画とするとともに、保健福祉分野の個別計画の上位計画として位置付けられます。

また、本市が策定するその他の関連する計画や、あきる野市社会福祉協議会＊が社会福祉法

第 109 条の規定に基づき策定する地域福祉活動計画とも連携し、地域福祉の推進を図るも

のです。 

本計画では、成年後見制度の利用の促進に関する法律（平成 28 年法律第 29 号）第 14 条

第１項に規定する市町村成年後見制度利用促進計画及び、再犯の防止等の推進に関する法

律（平成 28 年法律第 104 号）第８条第１項に規定する地方再犯防止推進計画を包含して策

定します。 

なお、既に策定している分野別計画において、地域福祉計画に盛り込むべき事項が記載

されている場合には、重なる部分について、その計画の全部又は一部をもって地域福祉計

画の一部とみなすことができるとされていることから、本計画に盛り込むべき事項が記載

されているあきる野市障がい者福祉計画（障がい者計画・障害福祉計画・障がい児福祉計

画）、あきる野市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、あきる野市健康増進計画「めざ

せ健康あきる野21」、あきる野市自殺対策推進計画、あきる野市子ども・子育て支援総合計

画については、本計画の一部とみなし、本計画の理念をもって推進していくこととします。 
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４ 計画の期間 

 

本計画の期間は、令和７年度から令和 11 年度までの５年間とします。 

最終年に当たる令和 11 年度には、社会情勢や計画の進捗状況、関連計画との整合性を踏

まえた改定作業を行い、令和 12 年度を初年とする新たな計画を策定します。 

なお、社会情勢の変化などに応じ、必要な見直しを行っていくものとします。 
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・・・
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５ ＳＤＧｓについて 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない」ことを理念とした国際社会

共通の目標で、経済・社会・環境などに係る 17 のゴールと 169 のターゲットから構成され

ています。第２次あきる野市総合計画では、持続可能なまちづくりの実現に向けた取組を

進め、市の施策展開を通じて、我が国におけるＳＤＧｓの推進に取り組むとしています。 

本計画においても、施策を推進することでＳＤＧｓの達成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画においては、特に以下に掲げるＳＤＧｓの 10 の目標に関連しています。 

【ＳＤＧｓ17 の目標（ゴール）（国際目標）】 

※参考：外務省 
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１ 市の人口・世帯 

 
（１） 人口の推移 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 総人口はゆるやかな減少傾向にあり、令和４年には 80,000 人を下回っています。今後も同様の傾

向が続く推計となっています。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 年少人口（０～14 歳）は減少傾向、生産年齢人口（15～64 歳）はおおむね横ばい、老年人口（65

歳以上）は増加傾向が続く推計となっています。 

  

◆各年 10 月１日現在、外国人を含む 

◆令和元年から令和５年までの住民基本台帳に基づく実績を用いて、コーホート要因法により算出しました。

コーホート要因法とは自然動態（出生や死亡）や社会動態などをもとに、将来の人口を求める方法です。 

【年齢別構成比の推移】 

10,280 10,045 9,813 9,611 9,350 9,037 8,759 8,498 8,253 8,064 7,941 7,614 

46,856 46,671 46,296 46,271 46,212 46,214 46,042 45,888 45,709 45,468 45,082 44,737 

23,718 23,970 24,183 24,267 24,342 24,328 24,425 24,487 24,557 24,635 24,795 25,054 

80,854 80,686 80,292 80,149 79,904 79,579 79,226 78,873 78,519 78,167 77,818 77,405 

0

30,000

60,000

90,000

Ｈ30年

（2018）

Ｒ１年

（2019）

Ｒ２年

（2020）

Ｒ３年

（2021）

Ｒ４年

（2022）

Ｒ５年

（2023）

Ｒ６年

（2024）

Ｒ７年

（2025）

Ｒ８年

（2026）

Ｒ９年

（2027）

Ｒ10年

（2028）

Ｒ11年

（2029）

総人口

老年人口

（65歳以上）

生産年齢人口

（15～64歳）

年少人口

（０～14歳）

実 績 推 計

（人）

【人口の推移】 

◆各年 10 月１日現在、外国人を含む 

◆令和元年から令和５年までの住民基本台帳に基づく実績を用いて、コーホート要因法により算出しました。 
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・令和５年の外国人人口は 1,279 人となっており、５年前の平成 30 年に比べて 457 人増加してい

ます。 

・総人口に占める外国人人口の割合も増加傾向にあり、市は平成 30 年から令和５年までに 0.59 ポ

イント増加し、東京都（市部）の 0.37 ポイントと比較して増加割合が大きいことがうかがえま

す。  

【外国人人口と総人口に占める割合】 

【人口構成（ピラミッド）】 
【あきる野市の人口】 

◆人口ピラミッドの中央の数字 ＝ 年齢 

◆令和５年 10 月１日現在、外国人を含む 

　　後期高齢者
　 （75歳以上）

14,228 17.9

　　前期高齢者
　 （65～74歳）

10,100 12.7

構成比
（％）

58.0

11.4

100.0

30.6

合　計

老年人口

人口
（人）

46,214

9,037

79,579

24,328

区　分

　　生産年齢人口
　 （15～64歳）

　　年少人口
　 （０～14歳）

男性 女性

85-

80-84

75-79

70-74

65-69

60-64

55-59

50-54

45-49

40-44

35-39

30-34

25-29

20-24

15-19

10-14

5-9

0-4

822 

954 1,010 1,045 
1,134 

1,279 

1.02 
1.18 1.26 1.30 

1.42 
1.61 

2.02 

2.12 2.07 2.06 
2.21 

2.39 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

Ｈ30年

（2018）

Ｒ１年

（2019）

Ｒ２年

（2020）

Ｒ３年

（2021）

Ｒ４年

（2022）

Ｒ５年

（2023）

あきる野市

外国人人口

あきる野市

外国人割合

東京都（市部）

外国人割合（人） （％）

◆各年 10 月１日現在、出典：あきる野統計、東京都統計 
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（２） 世帯の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・世帯数は増加傾向が続いており、令和５年では 37,091 世帯、平成 30 年と比べると 1,681 世帯の

増加となっています。 

・一方、一世帯当たりの人員は減少を続け、令和５年の一世帯当たりの人員は 2.15 人となってい

ます。増加する世帯数に比べ、世帯の規模は年々縮小していることがうかがえます。 

・地域別（ブロック別）の人口は、次ページのとおりです。人口が最も多い地域は第２ブロックの

29,137 人、次に第１ブロックの 17,288 人となっており、第２ブロックと第１ブロックの合計で

総人口の 58.3％を占めていることから、当該地域に人口が集中していることがうかがえます。 

・年少人口比率が最も高い地域は第４ブロック（12.4％）、生産年齢人口比率が最も高い地域は第

２ブロック（60.5％）、高齢化率が最も高い地域は第６ブロック（48.8％）です。第６ブロック

では年少人口比率が 6.9％と、他のブロックと比べて低く、生産年齢人口も唯一４割台となって

います。 

 

  

35,760 
35,410 

36,029 

36,419 
36,734 

37,091 

2.28 

2.26 

2.23 

2.20 

2.18 

2.15 

2.1

2.2

2.3

2.4

34,000

35,000

36,000

37,000

38,000

Ｈ30年

（2018）

Ｒ１年

（2019）

Ｒ２年

（2020）

Ｒ３年

（2021）

Ｒ４年

（2022）

Ｒ５年

（2023）

世帯数 世帯当たり人員
（世帯） （人）

【世帯と世帯当たりの人員】 

◆各年 10 月１日現在、出典：あきる野統計 
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（３） 地域別（ブロック別）の人口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

男性 女性

85-

80-84

75-79

70-74

65-69

60-64

55-59

50-54

45-49

40-44

35-39

30-34

25-29

20-24

15-19

10-14

5-9

0-4

男性 女性

85-

80-84

75-79

70-74

65-69

60-64

55-59

50-54

45-49

40-44

35-39

30-34

25-29

20-24

15-19

10-14

5-9

0-4

■第５ブロック＿人口 8,588人

ブロック人口／総人口：10.8％

　　後期高齢者人口比率：19.3%

　　前期高齢者人口比率：15.4%

　　生産年齢人口比率：55.2%

　　年少人口比率：10.2%

五日市、小中野、留原、高尾、舘谷、舘谷台、入野

高齢化率

34.6％

■第４ブロック＿人口 10,149人

ブロック人口／総人口：12.8％

　　後期高齢者人口比率：18.0%

　　前期高齢者人口比率：13.5%

　　生産年齢人口比率：56.1%

　　年少人口比率：12.4%

山田、上ノ台、網代、伊奈、横沢、三内

高齢化率

31.5％

男性 女性

85-

80-84

75-79

70-74

65-69

60-64

55-59

50-54

45-49

40-44

35-39

30-34

25-29

20-24

15-19

10-14

5-9

0-4

■第６ブロック＿人口 1,844人

ブロック人口／総人口：2.3％

　　後期高齢者人口比率：28.7%

　　前期高齢者人口比率：20.1%

　　生産年齢人口比率：44.3%

　　年少人口比率：6.9%

小和田、深沢、戸倉、乙津、養沢

高齢化率

48.8％
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■第１ブロック＿人口 17,288人

ブロック人口／総人口：21.7％

　　後期高齢者人口比率：18.8%

　　前期高齢者人口比率：11.6%

　　生産年齢人口比率：58.0%

　　年少人口比率：11.6%

草花、菅生、瀬戸岡、原小宮、原小宮一～二丁目

高齢化率

30.4％

■第２ブロック＿人口 29,137人

ブロック人口／総人口：36.6％

　　後期高齢者人口比率：16.6%

　　前期高齢者人口比率：11.7%

　　生産年齢人口比率：60.5%

　　年少人口比率：11.1%

雨間、野辺、小川、小川東一～三丁目、二宮、
二宮東一～三丁目、平沢、平沢東一丁目、
平沢西一丁目、切欠、秋川一～六丁目、
秋留一～五丁目

高齢化率

28.3％

男性 女性

85-

80-84

75-79

70-74

65-69

60-64

55-59

50-54

45-49

40-44

35-39

30-34

25-29

20-24

15-19

10-14

5-9

0-4

◆高齢者人口比率は小数第２位を四捨五入しているた

め、前期及び後期高齢者人口比率を足しても一致しな

い場合がある 

◆人口ピラミッドの中央の数字＝年齢 

◆令和５年 10 月１日現在、外国人含む 

  後期高齢者人口（75 歳以上） 

  前期高齢者人口（65～74 歳） 

  生産年齢人口（15～64 歳） 

  年少人口（０～14 歳） 

男性 女性

85-

80-84

75-79

70-74

65-69

60-64

55-59

50-54

45-49

40-44

35-39

30-34

25-29

20-24

15-19

10-14

5-9

0-4

男性 女性

85-

80-84

75-79

70-74

65-69

60-64

55-59

50-54

45-49

40-44

35-39

30-34

25-29

20-24

15-19

10-14

5-9

0-4

■第３ブロック＿人口 12,573人

ブロック人口／総人口：15.8％

　　後期高齢者人口比率：17.0%

　　前期高齢者人口比率：12.8%

　　生産年齢人口比率：58.1%

　　年少人口比率：12.1%

引田、渕上、上代継、下代継、牛沼、油平

高齢化率

29.8％
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２ 支援を必要とする人の状況 

 
（１） 子ども・子育て世帯を取り巻く動向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・18 歳未満の人口は減少し続けており、特に乳幼児（０～５歳）の減少数が多くなっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・市の合計特殊出生率＊は東京都全体を上回ってはいるものの、減少傾向にあり、令和４年では東

京都（市部）を下回っています。４年前の平成 30 年に比べて 0.23 減少しています。 

3,648 3,518 3,462 3,295 3,168 3,123 2,904

5,226 5,206 5,066 4,942 4,898 4,705 4,617

2,399 2,277 2,352 2,306 2,332 2,318
2,268

1,610 1,632 1,570
1,559 1,573 1,534 1,597

12,883 12,633 12,450
12,102 11,971 11,680 11,386

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

Ｈ29年

（2017）

Ｈ30年

（2018）

Ｒ１年

（2019）

Ｒ２年

（2020）

Ｒ３年

（2021）

Ｒ４年

（2022）

Ｒ５年

（2023）

16～17歳

学齢生徒

（13～15歳）

学齢児童

（６～12歳）

乳幼児

（０～５歳）

（人）

◆各年 10 月１日現在、外国人を含む 

【合計特殊出生率】 

1.33

1.30

1.18

1.21

1.10

1.27

1.23

1.18

1.15

1.12
1.20

1.15

1.12

1.08

1.04
1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

Ｈ30年

（2018）

Ｒ１年

（2019）

Ｒ２年

（2020）

Ｒ３年

（2021）

Ｒ４年

（2022）

あきる野市

東京都（市部）

東京都（全体）

◆出典：東京都保健医療局 人口動態統計 

【18 歳未満人口】 
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・保育所などの入所者は令和元年から令和２年に若干増加しましたが、以降は減少傾向で推移し、

令和６年では 1,748 人となっています。幼稚園などの入園者は令和元年から減少しており、令和

６年で 500 人を下回っています。 

・乳幼児の人口が減少するにつれ、保育所や幼稚園などの利用者数も減少傾向にあることがうかが

えます。  

◆各年４月１日、幼稚園等は各年５月１日、出典：あきる野市保育課 

（注１）保育所、認定こども園
＊
（２号認定・３号認定）、地域型保育事業及び地域単独事業（認証保育所） 

（注２）幼稚園及び認定こども園（１号認定） 

【保育サービスの利用状況の推移】 

1,908 1,931 1,868 1,861 1,794 1,748 

769 667 612 586 544 472 

3,520
3,406

3,225 3,142
3,014

2,856

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

Ｒ１年

（2019）

Ｒ２年

（2020）

Ｒ３年

（2021）

Ｒ４年

（2022）

Ｒ５年

（2023）

Ｒ６年

（2024）

保育所等入所者数（注１） 幼稚園等入園者数（注２） 乳幼児（０～５歳）人口

（人）
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535

657
625 641 618

646 

0

200

400

600

800

Ｈ30年度

（2018）

Ｒ１年度

（2019）

Ｒ２年度

（2020）

Ｒ３年度

（2021）

Ｒ４年度

（2022）

Ｒ５年度

（2023）

（件）

196 194 196 200 193 192 

565 568 552 550 558 561 

17 13 13 12 15 14 778 775 761 762 766 767 

0

300

600

900

Ｈ30年度

（2018）

Ｒ１年度

（2019）

Ｒ２年度

（2020）

Ｒ３年度

（2021）

Ｒ４年度

（2022）

Ｒ５年度

（2023）

合計

登録会員数（両方）

登録会員数（依頼）

登録会員数（提供）

合計

（人）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・こども家庭センターは、母子保健及び児童福祉機能の一体的な運営を通じて、妊娠期から子育て

期における、18 歳未満のお子さんや子育て中の保護者などを対象に、切れ目なく相談支援を行い

ます。 

・令和５年度に同センターに寄せられた、児童福祉に関する相談件数は 646 件となり、令和元年度

以降は 600 件台で推移しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ ファミリー・サポート・センターは、育児の援助をしたい方（提供会員）と、育児の援助をして

ほしい方（依頼会員）が会員となり、地域の中で助け合いながら子育ての援助活動をする会員組

織です。 

・ 育児の援助をする提供会員は 200 人前後、援助をしてほしい依頼会員は 560 人前後で推移してい

ます。 

・ 18 歳未満の人口は減少していますが、相談や支援に関しては、ニーズがあることがうかがえます。 

  

【こども家庭センター相談件数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 

【ファミリー・サポート・センター登録者数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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（２） 障がい者（児）を取り巻く動向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・身体障害者手帳＊所持者数は令和元年度以降減少傾向にあり、精神障害者保健福祉手帳＊所持者数

は増加傾向が続いています。知的障がい者（児）が対象となる、愛の手帳＊所持者数は令和４年

度まで微増傾向が続いていましたが、令和５年度は減少しています。 

・難病医療費等助成制度＊対象者数はおおむね増加傾向で推移しています。精神障害の自立支援医

療＊承認件数は令和３年度以降増加傾向がみられ、令和５年度では 1,500 件を超えています。 

【障害に関する手帳所持者数等】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 

2,304 

2,415
2,381 2,368 2,345

2,314 
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1,419

1,481
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862 
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Ｒ５年度

（2023）

身体障害者手帳

所持者数

精神障害／

自立支援医療承認件数

愛の手帳所持者数

精神障害者保健福祉手帳

所持者数

難病医療費等

助成対象者数

（人）
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・市内には、障がい者（児）に関する相談機関として、障がい者基幹相談支援センター及び障がい

者就労・生活支援センター「あすく」があります。 

・障がい者基幹相談支援センターでは、相談支援に関する業務を総合的に提供するとともに、地域

の相談支援事業者と連携し、相談支援の充実を図っています。また、障がい者就労・生活支援セ

ンター「あすく」では一般就労の機会の拡大を図るとともに、身近な地域において就労面と生活

面の支援を一体的に提供しています。 

・障がい者基幹相談支援センターの相談支援利用者数（延人数）は、平成 30 年度以降 5,000 人台

で推移していましたが、令和５年度は 6,680 人と大幅に増加しています。障がい者就労・生活支

援センター「あすく」の相談件数についても、4,000 件台の推移から、令和５年度には 5,310 件

と増加しています。  

【障がい者（児）に関する相談支援利用者数・相談件数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 

5,747 5,683
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5,484

6,680 

4,372
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5,310 
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Ｒ５年度

（2023）

障がい者基幹相談支援センター相談支援利用者数（延人数）

障がい者就労・生活支援センター「あすく」相談利用件数（件）
（延人数・件）
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（３） 高齢者を取り巻く動向 
 

 

 

 

 

 

 

 

・65 歳以上の高齢者人口と高齢化率は増加し続けており、令和５年 10 月１日現在の高齢者人口は

24,328 人、５年前の平成 30 年と比べて 610 人の増加となっています。 

・後期高齢者人口は、平成 30 年から令和５年にかけて大幅に増加し、14,000 人を超えています。

今後も高齢者人口は増加傾向が続く推計となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・令和６年１月１日現在の高齢化率は 30.6％となっており、東京都（市部）に比べて 5.0 ポイント

高い状況となっています。  

【高齢者人口/前期高齢者数（65～74 歳） 

・後期高齢者数（75 歳以上）】 
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◆各年１月１日現在、出典：あきる野統計、東京都統計 

◆各年 10 月１日現在、外国人を含む 

【高齢化率（65 歳以上人口が総人口に占める割合）】 
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・ 介護保険サービスを利用するために必要な要支援・要介護認定を受けた人の数と認定率は増加し

続けており、要介護認定別では要介護１の増加が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市内には高齢者やその家族の相談に応じる地域包括支援センター＊が３か所設置されています。

相談件数はコロナ禍の影響で令和３年度及び４年度で 10,000 件を超える状況となり、令和５年

度では 9,514 件となっています。 

  

【要支援・要介護認定者数】 
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◆各年年度末、出典：各年事務報告書 

【地域包括支援センター箇所数・総合相談件数】 
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◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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（４） 生活困窮者を取り巻く動向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 生活保護の被保護世帯数、被保護人員数ともにおおむね横ばい状態で推移しています。人口 1,000

人当たりでは 12.6 人（保護率＝12.6 パーミル）となっており、令和４年度以降増加傾向となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生活保護の被保護世帯構成比をみると、傷病者世帯が減少しており、障がい者世帯が増加傾向に

あります。  

【生活保護 被保護世帯数・被保護人員数・保護率】 
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◆各年年度末、出典：各年事務報告書 

【生活保護 被保護世帯構成比】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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・ 生活困窮者自立支援事業は、生活保護に至る前の人の生活全般にわたる困りごとなどの相談支援

を行っています。生活の困りごとや不安を抱えている人への相談支援を行う自立相談支援事業を

はじめ、住居確保給付金の支給、家計改善支援事業、就労準備支援事業などを実施しています。 

・ 生活困窮者自立支援事業の相談件数は、令和２年度にコロナ禍の影響で1,300件を超えましたが、

以降はコロナ禍以前の件数に戻りつつあります。 

  

【生活困窮者自立支援事業相談件数（初回相談＋継続相談）】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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（５） 市民の健康づくりを取り巻く動向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・65 歳の人が何らかの障害のために日常生活動作が制限されるまでの年齢を平均的に表した、65

歳健康寿命は、男性、女性ともに東京都の平均に比べ高くなっています。男性は令和３年以降延

伸傾向がみられますが、反対に女性は短縮傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域イキイキ元気づくり事業は、地区の会館などを利用して、広い世代の方を対象に健康づくり

と介護予防を目的として実施している事業です。令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため開催することができませんでしたが、令和５年度では一般参加者数が 4,853 人となって

います。  

◆出典：あきる野市統計、「保健医療福祉データ集」（西多摩保健所） 

【地域イキイキ元気づくり事業 一般参加者数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 

【65 歳健康寿命＊】 
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（６） 権利擁護を必要とする人を取り巻く動向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ あきる野市社会福祉協議会が実施している地域福祉権利擁護事業では、認知症高齢者や知的障害、

精神障害等により判断能力の低下した人を対象として、福祉サービスの利用援助や生活費の金銭

管理、通帳、印鑑等の重要書類の預かりなどを支援しています。相談件数は年度によって差があ

るものの、おおむね横ばい傾向が続いており、令和５年度では 1,473 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・成年後見制度とは、認知症や知的障害、精神障害等で判断能力が不十分なために自分自身で財産

管理や法律行為を行うことが難しい場合には、家庭裁判所が成年後見人などを選任し、本人を支

援する制度です。 

・市長は、「本人の福祉を守るため特に必要があると認めるとき」には、家庭裁判所に対して後見

開始などの審判の申立てを行うことができます。身寄りのない人などへの支援や虐待事案など、

市長申立てを実施するケースが増えています。  
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【地域福祉権利擁護事業の相談件数・実人員数】 

◆各年年度末、出典：あきる野市社会福祉協議会 事業報告・決算書 

【後見開始などの審判 市長申立件数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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３ 地域福祉を推進する関係者・機関・団体の状況 

（１） 関係者・機関・団体など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢化による担い手不足が課題となっており、令和３年度以降の町内会・自治会数は 83 と減少

しています。また、加入世帯数についても令和５年度では 15,028 世帯となっており減少が続い

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・民生委員・児童委員は、常に住民の立場に立ち、地域のボランティアとして社会福祉の増進を図

るため、それぞれの担当区域で相談や支援などの援助活動に当たるほか、関係行政機関などへの

連絡、協力活動を行っています。相談・支援件数は年度によって差がありますが、令和３年度と

４年度は 1,234 件、令和５年度では 1,357 件と増加しています。  

【民生委員・児童委員数及び相談・支援件数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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◆各年４月１日現在、出典：各年事務報告書 

【町内会・自治会数及び加入世帯数】 
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・保護司は、法務大臣から委嘱を受けた非常勤の国家公務員で、犯罪や非行をした人の立ち直りを

地域で支えるボランティアです。 

・保護司の数は横ばいの状況が続いていますが、高齢化などにより今後減少が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町内会・自治会から推薦され、市長が委嘱する健康づくり市民推進委員は、市と協働で市民の健

康づくりの推進を図っています。令和５年度の委員数は、114 人です。 

  

【西多摩地区保護司会あきる野分区 保護司数】 
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◆各年４月１日現在、あきる野市福祉総務課集計 

【健康づくり市民推進委員数】 
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◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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・町内会・自治会から推薦され、あきる野市社会福祉協議会会長が委嘱するふれあい福祉委員は、

隣近所への声かけ・見守り活動を主とした住民同士の助けあいを推進しています。令和５年度は

409 人が市内６地区でふれあい福祉委員会を組織し、福祉活動を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・高齢者クラブでは、地域の高齢者が互いに支え合いながら、自らの生きがいを持ち、多様な社会

活動をしています。令和５年度時点では、市内に 42 クラブあり 2,639 人が活動しています。 
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◆各年年度末、出典：あきる野市社会福祉協議会 事業報告・決算書 

【高齢者クラブ数・高齢者クラブ人数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 

【ふれあい福祉委員数】 
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・あきる野市社会福祉協議会では、ボランティア・市民活動センターを設置し、様々なボランティ

ア団体への登録や活動への支援を行っています。令和元年度からは登録者数が減少傾向となり、

令和５年度の登録者数は 1,625 人となっています。 

 

 

  

【ボランティア・市民活動センター登録者数】 

1,852 1,890 
1,762 

1,668 1,656 1,625 

0

500

1,000

1,500

2,000

Ｈ30年度

（2018）

Ｒ１年度

（2019）

Ｒ２年度

（2020）

Ｒ３年度

（2021）

Ｒ４年度

（2022）

Ｒ５年度

（2023）

（人）

◆各年年度末、出典：あきる野市社会福祉協議会資料 
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（２） 担い手の育成状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ 市が主催する研修を修了した人を地域子ども育成リーダーとして認定しています。長年の経験、

知識、技術を生かした、子どもの学習、スポーツ、文化活動、郷土芸能などの指導・活動支援や、

地域での子どもの見守りなどについて活動しています。令和２年度は新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、研修会を開催することができませんでしたが、平成 30 年度から令和５年度ま

でに、合計 106 人を新規に認定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・介護予防リーダーとは、地域での高齢者が集う場所をつくり、介護予防につながる体操などを高

齢者と一緒に地域へ広めていくボランティアのことです。年に１度、全 12 回の講座を開催して

います。この講座において、平成 30 年度から令和５年度までに、合計 65 人をリーダーとして育

成しました。 
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Ｈ30年度

（2018）

Ｒ１年度

（2019）

Ｒ２年度
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Ｒ３年度
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Ｒ４年度

（2022）

Ｒ５年度

（2023）

（人） 【地域子ども育成リーダー新規認定者数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 

【介護予防リーダー養成者数】 

◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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・認知症サポーターとは、認知症サポーター養成講座を通じて認知症についての正しい知識を習得

し、自分のできる範囲で認知症の人や家族を応援する人です。令和２年度はコロナ禍の影響もあ

り、十分な講座開催が難しい状況でしたが、養成者数はおおむね1,000人前後で推移しています。 

  

【認知症サポーター養成講座実施回数・養成者数】 
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◆各年年度末、出典：各年事務報告書 
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調査の目的 

調査の概要 

４ 保健福祉施策に関するアンケート調査の結果 

 

あきる野市地域保健福祉計画策定のためのアンケート調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象者 
令和６年５月１日現在、あきる野市在住の 18 歳以上の方※

から無作為抽出による 2,000 人（a） 

調 査 期 間 令和６年５月 20 日～令和６年６月３日 

調 査 方 法 
郵送配付、郵送またはインターネットによる回答 

（無記名、自記式）、お礼状形式の督促を１回配布 

回 収 数 
978 票（b） 

（郵送回答：779 票、インターネット回答：199 票） 

回 収 率 48.9％（b/a×100） 

※前回調査では対象年齢を 20 歳以上の方としていましたが、令和４年に成人年齢が引き下げ 

られたことにより、今回調査から 18 歳以上を対象としました。 

 

  

あきる野市地域保健福祉計画を策定するに当たり、市民の皆さまからいただいたご

意見から地域の実情や福祉などに関する意識を把握し、計画策定の基礎資料を得るこ

とを目的として調査を実施しました。 

調査結果は、「あきる野市地域保健福祉計画策定のためのアンケート調査報告書」（令

和６年９月）としてまとめています。 
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（１） 地域の団体・機関の認知度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

・「地域の制度や団体・機関について、聞いたことがある、あるいは知っているものはありますか」

と尋ねたところ、「民生委員・児童委員」が 75.5％と最も高く、次いで「あきる野市社会福祉協

議会」が 60.8％、「成年後見人」が 43.1％となっています。 

・前回調査と比較すると、「地域包括支援センター（はつらつセンター）」や「あきる野市社会福祉

協議会」の認知度は増加した一方、「障がい者基幹相談支援センター」や「こども家庭センター」

の認知度は減少しています。  

民生委員・児童委員

ふれあい福祉委員

健康づくり市民推進委員

あきる野市社会福祉協議会

地域包括支援センター
（はつらつセンター）

こども家庭センター

障がい者基幹相談支援センター

保護司

成年後見人

上記については聞いたことがない・
知っているものはない

無回答

72.8 

43.6 

41.9 

56.8 

35.0 

23.4 

21.5 

10.0 

5.5 

75.5 

39.6 

38.3 

60.8 

40.7 

17.4 

10.6 

32.9 

43.1 

8.5 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80%

前回調査 回答数＝972

今回調査 回答数＝978

◆「こども家庭センター」＝前回調査の選択肢は「子ども家庭支援センター」 

◆「障がい者基幹相談支援センター」＝前回調査の選択肢は「障がい者相談支援センター」 

◆「保護司」＝今回調査で新たに追加した選択肢 

◆「成年後見人」＝今回調査で新たに追加した選択肢 
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・地域の制度や団体・機関の認知度について、年齢別でみると、18～19 歳を除いたすべての年齢で

「民生委員・児童委員」の割合が最も高くなっています。 

・18～19 歳、20 歳代～30 歳代では、「上記については聞いたことがない・知っているものはない」

の割合が他の年代と比べて高くなっています。  

回
答
数

(

人

)

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
ふ
れ
あ
い
福
祉
委
員

　
　
健
康
づ
く
り
市
民
推
進
委
員

　
　
あ
き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
)

　
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
保
護
司

　
　
成
年
後
見
人

　
　
上
記
に
つ
い
て
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
・

　
　
知
っ

て
い
る
も
の
は
な
い

　
　
無
回
答

978 738 387 375 595 398 170 104 322 422 83 31

100.0 75.5 39.6 38.3 60.8 40.7 17.4 10.6 32.9 43.1 8.5 3.2

8 2 3 1 1 2 2 1 0 0 4 0

100.0 25.0 37.5 12.5 12.5 25.0 25.0 12.5 0.0 0.0 50.0 0.0

60 23 9 11 21 11 15 8 3 16 17 3

100.0 38.3 15.0 18.3 35.0 18.3 25.0 13.3 5.0 26.7 28.3 5.0

73 34 15 20 33 28 24 10 11 30 16 1

100.0 46.6 20.5 27.4 45.2 38.4 32.9 13.7 15.1 41.1 21.9 1.4

118 75 17 30 59 36 37 15 27 42 18 1

100.0 63.6 14.4 25.4 50.0 30.5 31.4 12.7 22.9 35.6 15.3 0.8

167 139 57 63 108 86 38 24 59 89 9 3

100.0 83.2 34.1 37.7 64.7 51.5 22.8 14.4 35.3 53.3 5.4 1.8

173 151 77 68 117 70 25 14 76 85 6 2

100.0 87.3 44.5 39.3 67.6 40.5 14.5 8.1 43.9 49.1 3.5 1.2

368 307 205 178 250 162 26 31 142 153 12 19

100.0 83.4 55.7 48.4 67.9 44.0 7.1 8.4 38.6 41.6 3.3 5.2

年
齢
別

　18～19歳

　20歳代

全　体

　70歳以上

　50歳代

　60歳代

　30歳代

　40歳代

◆上段は人数・下段は％ 

◆全体の回答者数には、年齢無回答の方を含んでいます。 
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（２） あきる野市の施策について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・①～⑮の施策について、「あきる野市はすすんで（充実して）いると思いますか」と尋ねたとこ

ろ、『そう思う（「とてもそう思う」と「そう思う」の合計）』の割合が最も高いのは、①健康づ

くり、介護予防 45.7％となっており、『そう思わない（「あまり思わない」と「思わない」の合計）』

を上回っています。 

・一方、『そう思わない』割合が最も高い項目は、⑤道路や建物のバリアフリー化など誰もが暮ら

しやすいまちづくり 67.5％、次いで⑧判断能力に不安がある者等への権利擁護、虐待防止の取り

組み 65.0％、⑮ボランティアの支援 62.0％、⑭福祉人材の育成 61.3％、⑥住民同士で支え合う

仕組みづくり 60.2％と続いています。 

　回答者＝978人
『そう
思う』

『そう
思わない』

①健康づくり、介護予防 45.7% 41.2%

②社会参加・生きがいづくり 32.2% 52.7%

③地域における医療体制、
　医療と介護の連携

39.6% 45.6%

④防災・防犯の取り組み 41.0% 44.4%

⑤道路や建物のバリアフリー化など
　誰もが暮らしやすいまちづくり

19.2% 67.5%

⑥住民同士で支え合う仕組みづくり 25.0% 60.2%

⑦地域における見守りの取り組み 39.3% 46.9%

⑧判断能力に不安がある者等への
　権利擁護、虐待防止の取り組み

17.5% 65.0%

⑨生活困窮者への支援 24.4% 59.2%

⑩子ども・子育て世帯への
  支援、サービス

34.9% 48.6%

⑪障がい者（児）への
　支援、サービス

33.4% 49.2%

⑫高齢者への支援、サービス 38.9% 47.8%

⑬差別・偏見のないまちづくり 32.2% 51.7%

⑭福祉人材の育成 22.9% 61.3%

⑮ボランティアの支援 22.4% 62.0%

4.3 

1.8 

3.9 

4.8 

1.6 

1.1 

3.7 

1.5 

2.2 

3.0 

3.0 

4.3 

3.0 

1.6 

1.6 

41.4 

30.4 

35.7 

36.2 

17.6 

23.9 

35.6 

16.0 

22.2 

31.9 

30.4 

34.6 

29.2 

21.3 

20.8 

35.7 

45.7 

39.3 

38.3 

54.2 

48.2 

38.9 

53.7 

47.6 

40.8 

41.8 

38.7 

41.9 

49.7 

52.2 

5.5 

7.0 

6.3 

6.1 

13.3 

12.0 

8.0 

11.3 

11.6 

7.8 

7.4 

9.1 

9.8 

11.6 

9.8 

13.1 

15.1 

14.8 

14.5 

13.3 

14.8 

13.9 

17.5 

16.4 

16.6 

17.5 

13.4 

16.1 

15.8 

15.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
あまり

思わない
思わない 無回答

とても

そう思う




